
令和５年度支部事業計画案及び
支部保険者機能強化予算案について

資料４



項 目

令和５年度KPI 令和4年度KPI 令和4年度上期（R4.9末時点）進捗 令和3年度KPI結果

（重要業績評価指標）（重要業績評価指標） 実績 達成状況 実績 達成状況

基
盤
的
保
険
者
機
能

1 サービススタンダード達成状況 100％ 100％ 100% 〇 100％ 〇
2 現金給付等申請に係る郵送化率 96.0％以上 95.5％以上 94.9% × 94.5％ ×
3 レセプト点検査定率（基金合算） 対前年度以上 0.291％以上 0.298% 〇 0.291% ×
4 再審査レセプト１件当たり査定額 対前年度以上 6,990円以上 8,219円 〇 6,990円 〇
5 柔整療養費の3部位15日以上申請割合 対前年度以下 0.82％以下 0.63% 〇 0.82％ 〇
6 資格喪失後1か月以内保険証回収率 対前年度以上 87.70％以上 89.02％ 〇 87.70％ ×
7 資格喪失後返納金債権回収率 対前年度以上 60.33％以上 26.02％ × 60.33％ 〇
8 被扶養者資格確認書提出率 94.0％以上 93.4％以上 現時点集計不可 ー 89.8％ ×

戦
略
的
保
険
者
機
能

9 生活習慣病予防健診受診率 56.0％以上 53.5％以上 26.0% × 48.9% ×
10 事業者健診データ取得率 20.1％以上 18.1％以上 3.3% × 15.4% 〇
11 被扶養者特定健診受診率 33.3％以上 33.3％以上 18.3% × 31.6% 〇
12 被保険者特定保健指導実施率 38.0％以上 32.6％以上 9.8% × 20.7% ×
13 被扶養者特定保健指導実施率 34.2％以上 34.2％以上 7.9% × 22.4% ×
14 受診勧奨後3か月以内医療機関受診率 13.1％以上 12.4％以上 現時点集計不可 ー 13.4% 〇
15 健康宣言事業数 670事業所以上 540事業所以上 779事業所 〇 559事業所 〇
16 ジェネリック医薬品使用割合 80.0％以上 78.2％以上 76.1% × 75.8％ ×
17 健康保険委員カバー率 54.0％以上 53.0％以上 53.05％ 〇 52.69％ 〇
18 医療データ等を活用した効果的な意見発信 実施 実施 実施 〇 実施 〇

組織・
運営体制 19 一者応札案件割合 20.0％以下 20.0％以下 14.3％ 〇 0％ 〇

達成状況：達成〇 未達成× 1

（参考）

令和5年度KPI及び令和4年度上期KPI進捗状況



更なる保健事業の充実について
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更なる保健事業の充実について

事業内容

（１）LDLコレステロール値に着目した受診勧奨（４年10月から実施）

現役世代の循環器疾患の重症化予防対策として、LDLコレステロール値に着目した受診勧奨を実施。

（２）重症化予防対策の充実（６年度から実施）
被扶養者及び協会が事業者健診結果データを取得した者を対象として、高血圧等に係る未治療者に
対する受診勧奨を実施。

（３）支部における地域・職域の特性を踏まえた保健事業の実施（６年度から実施）
喫煙、メンタルヘルス等に着目した新たなポピュレーションアプローチ等、支部における地域・職域の
特性を踏まえた保健事業を実施。

（４）健診・保健指導の充実・強化

①生活習慣病予防健診（一般健診）の自己負担の軽減（５年度から実施）
健診実施率の向上のため、現在38％の一般健診の自己負担について、総合健保組合の水準を参考
に28％に軽減。
※現在自己負担30％の生活習慣病予防健診の乳がん検診・子宮頸がん検診のほか、肝炎ウイルス検査についても、自己負担を28％に軽減。

②付加健診の対象年齢拡大及び自己負担の軽減（対象年齢拡大は６年度から、自己負担軽減は５年度から実施）
疾病の早期発見等の目的、健保組合の実施状況、定年延長の状況等を踏まえ、現在50％の付加健診
の自己負担について、28％に軽減するとともに、対象年齢を現行の「40歳、50歳」から「40歳、45歳、50歳
、55歳、60歳、65歳、70歳」とする。
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保険者機能強化アクションプラン（第5期）のコンセプト

保険者機能強化アクションプラン（第5期）においても、協会けんぽの基本理念をこれまで以上に追及していく。

【基本使命】
保険者として、健康保険事業及び船員保険事業を行い、加入者の皆様の健康増進を図るとともに、良質かつ効率
的な医療が享受できるようにし、もって加入者及び事業主の皆様の利益の実現を図る。

【基本コンセプト】
■ 加入者及び事業主の皆様の意見に基づく自主自律の運営
■ 加入者及び事業主の皆様の信頼が得られる公正で効率的な運営
■ 加入者及び事業主の皆様への質の高いサービスの提供
■ 被用者保険のセーフティネットとしての健全な財政運営

協会の基本理念

第5期の事業運営の３つの柱

 保険者の基本的な役割として、健
全な財政運営を行うとともに、加入
者の加入手続き・資格管理や医療
費及び現金給付の審査・支払など
を迅速かつ適正に行う。

 あわせて、不正受給対策などの取
組を強化することにより、協会けん
ぽや医療保険制度に対する信頼
の維持・向上を図る。

 また、これらの取組を実現するため
には、基本業務の効率化・簡素化
を徹底することが不可欠であり、不
断の業務改革を推進する。

基盤的保険者機能関係

 基本的な役割を確実に果たした上で、より発展
的な機能を発揮することにより、「Ⅰ.加入者
の健康度の向上」、「Ⅱ.医療等の質や効率性
の向上」、「Ⅲ.医療費等の適正化」を目指す。

 具体的には、事業主や関係団体等とも連携して、
特定健診・特定保健指導やコラボヘルスなどの
保健事業の充実・強化に取り組むとともに、加
入者・事業主のヘルスリテラシーの向上を図る。

 また、ジェネリック医薬品の使用促進や医療費
等のデータ分析に基づく意見発信・働きかけな
どにより、質が高く無駄のない医療を実現する
とともに、加入者が正しい情報に基づき適切に
行動できるよう、協会けんぽの活動や医療保険
制度等に関する理解の促進を図る。

 基盤的保険者機能と戦略
的保険者機能の本格的な
発揮を確実なものとするた
め、人材育成による組織力
の強化を図るとともに、標準
人員に基づく人的資源の最
適配分や支部業績評価に
よる協会けんぽ全体での取
組の底上げなど、組織基盤
を強化していく。

戦略的保険者機能関係 組織・運営体制関係
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保険者機能強化アクションプラン（第5期）における主な取組

○ 人事制度の適切な運用と標準人員に基づく人員配置、人事評価制度の適正な運用

○ 本部機能及び本部支部間の連携の強化 【新】
○ 内部統制の強化 【新】
○ 次期システム構想【新】

（３）組織・運営体制関係

○ 健全な財政運営
○ 現金給付の適正化の推進、効果的なレセプト点検の推進

○ 返納金債権発生防止のための保険証回収強化、債権回収業務の推進

○ 業務改革の推進【新】

（１）基盤的保険者機能関係

＜特定健診・特定保健指導の推進等＞
○ 特定健診実施率、特定保健指導実施率の向上（健診当日の初回面談の推進、情報通信技術の特定保健指導への活用）

○ 事業者健診データの取得率向上に向けた新たな提供・運用スキームの確立 【新】

○ 特定保健指導の質の向上（アウトカム指標の検討、協会保健師等に係る人材育成プログラムの充実・強化など） 【新】

○ 健康教育(特に身体活動・運動や食生活・栄養)を通じた若年期からのヘルスリテラシーの向上 【新】

＜重症化予防の対策＞
○ 現役世代の循環器疾患の重症化予防対策として、ＬＤＬコレステロール値などの検査値等にも着目した受診勧奨の実施【新】

＜コラボヘルスの推進＞
○ 事業所カルテ・健康宣言のコンテンツ、健康宣言からフォローアップまでのプロセスの標準化など 【新】

○ 身体活動・運動に着目したポピュレーションアプローチ手法の確立や個別指導手法の検討 【新】

○ メンタルヘルスの予防対策の充実の検討【新】

＜医療費適正化、効率的な医療の実現等＞
○ ジェネリック医薬品の使用促進

○ 地域の医療提供体制への働きかけ
○ 医療保険制度の持続可能性の確保及び地域包括ケアの構築に向けた意見発信
○ 外部有識者を活用した調査研究の推進 【新】

＜インセンティブ制度＞
○ インセンティブ制度の着実な実施、実施状況の検証及び評価指標等の見直し 【新】

＜協会けんぽの活動等に対する加入者の理解促進＞
○ 広報資材の標準化やSNS等による効果的な広報の推進 【新】

（２）戦略的保険者機能関係
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保険者機能強化アクションプランに係るPDCAサイクル

● 保険者機能強化アクションプラン（第5期）にKPIを設定するとともに、各年度の事業計画において、単年度ごとのKPI
を設定し、毎年度KPIの達成状況を踏まえた改善を行う。

令和3年度（2021） 令和4年度（2022） 令和5年度（2023）

保険者機能強化
アクションプラン
（第5期）

事業計画

事業報告書

業績評価検討会
（厚生労働省）

■単年度の事業計画

■協会けんぽの３か年の中期的な運営方針

プラン終了時（３年後）
を見据えたKPI設定

■単年度の事業計画 ■単年度の事業計画

単年度のKPI設定 単年度のKPI設定 単年度のKPI設定

Plan

KPIの達成状
況について検証

Do

事業報告の内容を
中心とした第三者
評価

Check

KPIの達成状
況について検証

Action 事業報告の内容を
中心とした第三者
評価

プ
ラ
ン
期
間
全
体
の
評
価

評価結果を
事業計画

に反映して改善
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）



令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）

27



令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）

35



令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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令和５年度奈良支部事業計画（案）
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〇令和5年度からの支部保険者機能強化予算について

令和５年度奈良支部保険者機能強化予算（案）
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令和５年度奈良支部保険者機能強化予算（案）



保険者機能強化予算設置の背景

 高齢化の進展を見据えた社会保障費節減という観点、健康づくりに対する国民の関心の高まり等も背景に、各保険者には、

医療費の適正化や加入者の健康増進を図ること等がこれまで以上に期待されている。

 協会けんぽは47都道府県全てに支部を持ち、地域の実情に応じたきめ細やかな取り組みを展開できることが最大の強み

である。

 各支部が地域性を踏まえた独自の取り組みを意欲的に行うことで、基盤的保険者機能や戦略的保険者機能を一層発揮

できるよう、令和元年度より支部保険者機能強化予算が創設された。

 協会は「加入者及び事業主の皆様の意見に基づく自主自律の運営」を基本コンセプトとしている。

 支部の保険者機能を発揮するために何が必要なのか、費用対効果はどうなのかなど、支部評議会（加入者等の代表）の意

見も踏まえながら検討することが必要となる。

奈良支部の令和５年度保険者機能強化予算の予算枠

支部医療費適正化等予算 → ９，９５１，０００円（令和４年度：１０，２５９，０００円）

支部保健事業予算 → ３１，６７７，０００円（令和４年度：３２，６５７，０００円）

予算の算出基準：協会けんぽ全体予算8億円を、全支部一律に定額部分600万円を設定した上で、残りを加入者数で
按分し加算。特別枠の創設により、前年度予算枠から3％効率化となり、前年度に対して308,000円の削減となる。なお
特別枠基準額として、別途2,460,000円の予算を設定されているが、基準額以上の予算要求に制限を設けていない。

予算の算出基準：協会けんぽ全体予算40億円を、40歳以上の加入者数で按分。特別枠の創設により、前年度予算枠か
ら3％効率化となり、前年度に対して980,000円の削減となる。なお特別枠基準額として、別途7,830,000円の予算を設定
されているが、基準額以上の予算要求に制限を設けていない。
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課題

1 健康経営の更なる推進 「職場まるごと健康宣言」事業所の増加と、宣言事業所へのサポート。

2 健診受診率が低い 特に生活習慣病予防健診の令和3年度受診率が４８．９％（４３位）と低い。

3 ジェネリック医薬品の使用率が低い 全国ワースト2位。大規模医療機関の使用率が低く、院内処方率が高い。

4 睡眠で休養が取れていない者の割合が高い 睡眠で休養が取れていない者の割合が男性・女性ともに全国平均を上回る。

項目 令和５年度の対策（案）

1 健康経営の更なる推進

健康宣言事業所数及び健康経営優良法人認定事業所の増加に向け、自治体や関係団体と
連携し、地域とともに健康経営を普及させていく。また、健康宣言事業所のフォローアップの
充実や健康経営優良法人認定に向けたサポートとして申請書類のアドバイスなどを積極的に
実施していく。

2 健診受診率向上

生活習慣病予防健診の受診者負担額が軽減されることの周知広報を加入者・事業所・関係
団体等に積極的に発信すると共に、新規委託機関拡大の交渉を引き続き行う。また、受診率
が低迷している小規模事業所に対して勧奨を実施。一方、事業者健診データ取得に力を入
れ、外部委託による勧奨及び紙媒体による提供も積極的に実施していく。

3 ジェネリック医薬品使用促進
影響度の高い地域を重点地域とした意見発信および一般広報の継続をする。また年齢階層
が上がるにつれてマイナス影響が大きく、高齢者の利用頻度が高い媒体（バスの車内、病院
の待合室、ATMの画面等）を利用した広報を実施していく。

4 メンタルヘルス対策

奈良産業保健総合支援センターとの連携強化により、広報誌及びセミナー開催での講師派
遣等で連携内容をさらに充実させていくと共に健康講座のメンタルヘルスの講座数を増枠す
る。また睡眠時間の量や生活リズム等、何が原因で休養が取れていないのか、メンタル不調以
外の要因について、アンケート等により調査を行う。
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項目 令和４年度予算 令和５年度予算 備考

①関係先と連携した残薬調整運動 ８８ ８８ 継続

②ジェネリック使用促進セミナー ２８８ ２８８ 継続

③医師会と連携した「かかりつけ医」推進啓発活動 ３６３ ３６３ 継続

④市町村及び関係団体と連携した健康推進事業 ５０６ ５０６ 継続

⑤ジェネリック医薬品に関する周知用封筒作成 - ５９ 新規

企画部門経費 １，２４５ １，３０４

①「協会けんぽなら健康だより（納入告知書同封）」の発行 １，０５６ １，０５０ 継続

②インセンティブ制度周知広報 ５５０ ６０５ 継続

③「県民だより」による奈良支部事業の周知広報 １，３５３ - 科目変更

④任意継続申請セットの作成 ５５０ - 廃止

⑤限度額適用認定申請セットの作成 ４９５ - 廃止

紙媒体による広報経費 ４，００４ １，６５６

（単位：千円）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。

令和5年度医療費適正化等予算
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令和５年度奈良支部保険者機能強化予算（案）



項目 令和４年度予算 令和５年度予算 備考

①ジェネリック医薬品使用促進に関するバス広告 ９１９ ９１９ 継続

②地元紙への広告掲載 ８８０ ８８０ 継続

③近鉄の駅構内におけるジェネリック医薬品使用推進看板の設置 ３５２ ４１３ 継続

④奈良支部イメージキャラクター「ヘルシカくん」新ポーズイラスト作成 １０９ １０９ 継続

⑤ジェネリック医薬品使用促進に向けたデジタルサイネージ広告 １，６５０ ２，２００ 継続

⑥地元TVによる各事業の普及啓発 １，１００ １，１００ 継続

⑦「県民だより」による奈良支部事業の周知広報 - １，３５３ 科目変更

その他の広報経費 ５，０１０ ６，９７４

医療費適正化等予算枠 ９，９５１千円 １０，２５９ ９，９３４

（単位：千円）

項目 令和５年度予算 備考

企画部門経費 ①ジェネリック医薬品普及促進に向けた金融機関ATM広告 ２，８４１ 新規

特別枠基準額 ２，４６０千円 ２，８４１

令和5年度医療費適正化等予算

令和5年度医療費適正化等予算（特別枠）
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令和５年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。



（単位：千円）令和5年度保健事業予算

項目 令和４年度予算 令和５年度予算 備考

①「職場まるごと健康宣言」普及促進ツール作成 ２，３０５ ３，３６９ 継続

②健康講座 １，９８０ ２，９７０ 継続

③健康経営普及セミナー ５０１ ７４０ 継続

④保健事業計画アドバイザー契約 １６４ １６４ 継続

コラボヘルス経費 ４，９５０ ７，２４３

①健診機関実地調査費用 １２ １２ 継続

②事業者健診委任状取得費（健診機関） ８８ ８８ 継続

③事業者健診データ作成費（事業所） ３８５ ３８５ 継続

④事業者健診結果データ取得に係る外部委託 ６，３８０ ０ 特別枠

⑤協会主催の被扶養者向け集団健診 ６，３４０ ６，３１４ 継続

⑥健診推進経費 １，６４６ ９０８ 継続

⑦生活習慣病予防健診未受診者への勧奨 ２，８１２ ３，５３１ 継続

健診経費 １７，６６３ １１，２３８

45

令和５年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。



項目 令和４年度予算 令和５年度予算 備考

①特定保健指導中間評価時の血液検査費 ７９２ ６６０ 継続

②保健指導用等雑費 １，０８３ １，１３３ 継続

③保健指導推進経費 ２９７ ２９７ 継続

④特定保健指導受診勧奨 ０ ４４０ 新規

保健指導経費 ２，１７２ ２，５３０

①レッドカード事業 ２７５ ２７５ 継続

②未治療者に対する受診勧奨に係る外部委託 １，１０７ ２，３７７ 継続

③糖尿病性腎症経費 ４，２９０ ５，８０８ 継続

④その他重症化予防経費（ＣＯＰＤ啓発及び禁煙外来受診啓発） １，６５０ １，６５０ 継続

⑤歯科医師会と連携した口腔ケア普及事業 ５５０ ５５０ 継続

重症化予防経費 ７，８７２ １０，６６０

保健事業予算 ３１，６７７千円 ３２，６５７ ３１，６７７

令和5年度保健事業予算
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（単位：千円）

令和５年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。



項目 令和５年度予算 備考

コラボヘルス経費 ①健康経営優良法人認定にかかる認定申請料の助成 １，２１０ 新規

コラボヘルス経費 ②健康測定機器の貸出し ２，１０１ 新規

健診経費 ③健診実施率向上に向けた勧奨委託業務 ９，１６３ 継続

保健指導経費 ④特定保健指導対象者の減少要因分析 ８５２ 新規

特別枠基準額 ７，８３０千円 １３，３２６

令和5年度保健事業予算（特別枠）
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（単位：千円）

令和５年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。


